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平成 25年第３回臨時会

大規模太陽光の建設反対を求める陳情を不採択
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六ヶ所村
議会だより 第２５号（2）

平成 25年
６月定例会

６月定例会のあらまし６月定例会のあらまし
　

平
成
25
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
古
川
健
治
村
長
か
ら
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
に
係
る
安
全
協
定
に
基
づ
く
対
応
や
再
処
理
工
場
の
試

験
の
進
捗
及
び
国
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
う
え

で
、
上
程
し
た
議
案
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

　

本
定
例
会
に
は
、
24
年
度
の
７
会
計
補
正
予
算
及
び
税

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
３
つ
の
条
例
の
専
決
処
分
の
報

告
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
８
会
計

の
補
正
予
算
及
び
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
契
約
案
件

な
ど
36
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会
一

致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
４
人
の
議

員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
厳
し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
２
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
件
目
の
千
歳
平
Ａ
住
区
の
北
側
に
位
置
す
る『
Ｂ
住
区
』

に
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
反
対
を
求
め
る
陳
情
は

む
つ
小
川
原
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、

２
件
目
の
「
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
」
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
は
資
料
配
布
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　村では、村内の長芋生産農家の集出荷運搬への利便性や品　村では、村内の長芋生産農家の集出荷運搬への利便性や品
質向上など、安定した出荷体制の構築を図るため、長芋洗浄質向上など、安定した出荷体制の構築を図るため、長芋洗浄
選別・貯蔵施設をゆうき青森農業協同組合六ヶ所支所の東側選別・貯蔵施設をゆうき青森農業協同組合六ヶ所支所の東側
に建設。に建設。
　施設の能力は、１日あたりの処理能力は約 25 トン、施設全　施設の能力は、１日あたりの処理能力は約 25 トン、施設全
体の貯蔵能力は約１，００７トンで、来年３月完成予定。体の貯蔵能力は約１，００７トンで、来年３月完成予定。

長芋洗浄選別・貯蔵施設　建設に着手建設に着手

８月２日に行われた長芋洗浄選別・貯蔵施設の安全祈願祭の様子８月２日に行われた長芋洗浄選別・貯蔵施設の安全祈願祭の様子
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六ヶ所村
（3）第２５号

平成 25年
６月定例会
補正予算

長芋生産農家の利便性向上に長芋生産農家の利便性向上に

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
出
は
、
人
事
異
動
に
伴

う
人
件
費
の
補
正
の
ほ
か
、
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対

策
事
業
費
及
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費
に

労
務
単
価
の
変
動
な
ど
に
よ
る
工
事
請
負
費
や
風
し

ん
な
ど
の
予
防
接
種
委
託
料
な
ど
の
経
費
を
追
加

し
、
歳
入
は
、
青
森
県
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助

金
な
ど
の
ほ
か
財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し
に
よ
っ
て

調
整
を
行
っ
た
結
果
、
２
９
８
０
万
８
千
円
を
追
加

し
、１
７
７
億
８
９
８
０
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
４
つ
の
特
別
会
計
並
び
に
３
つ
の
公
営
企
業
会
計

に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
な
ど
に
伴
っ
て
過
不
足
が

生
じ
る
人
件
費
に
要
す
る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
予

算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
の
補

正
額
が
０
円
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
件
費

の
増
額
分
を
予
備
費
か
ら
減
額
し
た
も
の
で
、
既
決

予
算
内
の
組
み
替
え
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

補正予算の状況
会　計　名 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一　般　会　計 １７７億６, ０００万円 ２, ９８０万８千円 １７７億８, ９８０万８千円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

１１億９, ２１２万５千円 ▲３５６万６千円 １１億８, ８５５万９千円

国民健康保険特別会計
（尾駮施設勘定）

７億４, ２７４万７千円 ８２５万３千円 ７億５, １００万円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定）

９, ２０４万７千円 ６４１万４千円 ９, ８４６万１千円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

８億９, ６３２万８千円 ▲３２５万８千円 ８億９, ３０７万円

水道事業会計
（収益的支出） ２億２, ６２８万円 ０円 ２億２, ６２８万円

農業集落排水事業会計
（収益的支出） ７, ０８４万１千円 ０円 ７, ０８４万１千円

下水道事業会計
（収益的支出） ３億９, ９４１万６千円 ４５０万６千円 ４億３９２万２千円

補
正
予
算
の
内
容

長芋洗浄選別・貯蔵施設　建設に着手長芋洗浄選別・貯蔵施設　
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六ヶ所村
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答　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、
土

地
所
有
者
の
新
む
つ
小
川
原
㈱
か

ら
、
千
歳
平
北
地
区
は
、
一
定
の

面
積
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
適
地

と
し
て
、事
業
者
と
協
議
の
う
え
、

決
定
し
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、「
来
訪

者
を
対
象
と
し
た
歓
迎
機
能
や
生

活
・
福
祉
な
ど
の
分
野
で
魅
力
と

ゆ
と
り
を
創
造
す
る
機
能
な
ど
、

む
つ
小
川
原
開
発
地
区
に
お
け
る

開
発
の
進
展
と
時
代
の
要
請
に
応

え
得
る
機
能
の
導
入
展
開
を
図

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘

の
と
お
り
で
、
事
業
者
に
は
説
明

会
な
ど
を
開
催
し
て
地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
て
事
業
を
進
め

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　

４
点
目
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

な
課
題
で
も
あ
る
の
で
、
風
力
発

電
推
進
全
国
市
町
村
協
議
会
な
ど

を
通
じ
、
送
電
網
の
拡
充
・
強
化

に
つ
い
て
、
国
に
働
き
か
け
て
参

り
た
い
。

問　

将
来
の
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
の
行
方
に
一
抹
の

不
安
を
感
じ
る
が
、
今
後

も
国
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
に
対
す
る
方
向
性

に
変
わ
り
が
な
い
と
理
解

し
て
も
よ
い
か
。

村
長
の
見
解
は
い
か
が

か
。

答　

本
年
５
月
13
日
の
安
倍

晋
三
首
相
の
国
会
答
弁
な
ど

か
ら
、
政
府
の
見
解
は
、「
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に
つ
い

て
は
継
続
し
て
進
め
る
」
と

い
う
方
針
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
方
向
性
に
は
変
わ

り
な
い
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
在
、
総
合
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
総
合
部

会
で
、
国
の
中
長
期
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
指
針
と
な

る
新
た
な
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た

議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
立
地
地

域
の
意
見
を
尊
重
し
、
我
が

国
の
原
子
力
発
電
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
明
確
に
示
し
て

い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
、
関

係
市
町
村
と
連
携
し
な
が

ら
、国
に
求
め
て
参
り
た
い
。

平成 25年６月定例会

一般質問

橋 

本　

 

勲 

議
員

サイクル事業に対する国の方向性に
変わりないと理解してよいか

問

変わりないと理解している答

問　

国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
は

　
　

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答　

幼
少
部
を
開
設
し
運
営
し
て
い
る

答　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際

研
究
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
環
境
整
備
及
び
人
材
育
成

の
促
進
、
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22
年

４
月
に
開
館
し
、現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

主
な
事
業
は
、
国
際
教
育

及
び
国
際
交
流
の
推
進
に
係

る
２
事
業
で
あ
る
。

　

国
際
教
育
推
進
に
係
る
事

業
は
、
主
に
青
森
県
が
実
施

し
て
い
る
国
際
学
級
の
運
営

で
、
昨
年
度
は
、
外
国
人
研

究
者
の
入
れ
替
わ
り
で
対
象

子
弟
が
不
在
と
な
り
学
級
を

閉
鎖
し
て
い
た
が
、
今
年
の

５
月
13
日
か
ら
３
歳
か
ら
５

歳
児
ま
で
の
子
弟
４
名
を
対

象
に
幼
少
部
を
開
設
し
た
と

こ
ろ
で
、
９
月
に
は
初
・
中

等
部
が
再
開
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。

　

国
際
交
流
推
進
に
係
る
事

業
は
、
ド
イ
ツ
国
ヴ
ァ
ー
レ

ン
市
及
び
韓
国
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

と
の
交
流
の
ほ
か
、
異
文
化

交
流
フ
ェ
ア
、
異
文
化
理
解

事
業
、
日
本
文
化
教
室
な
ど
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

問　

千
歳
平
北
台
地
（
Ｂ

住
区
）
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
次
の
４
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

⑴　

㈱
ユ
ー
ラ
ス
六
ヶ
所

太
陽
光
は
、
な
ぜ
Ｂ
住
区

に
立
地
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
。

⑵　

村
総
合
振
興
計
画
で

は
、
Ｂ
住
区
の
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

⑶　

立
地
に
あ
た
り
、
地

域
住
民
に
説
明
し
て
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

⑷　

回
線
の
競
合
に
よ

り
、
地
元
企
業
の
風
力
発

電
事
業
が
不
利
に
な
る
と

聞
く
が
、
打
開
策
は
な
い

の
か
。

７月に行われたオープンスクールの様子７月に行われたオープンスクールの様子

問　

東
日
本
大
震
災
の
発

生
で
、
国
際
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
変

動
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

現
在
の
運
営
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
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答　

六
ヶ
所
高
校
通
学
バ
ス

を
利
用
し
て
毎
週
土
曜
日
に

無
料
バ
ス
と
し
て
３
台
の

「
ス
ワ
ニ
ー
号
」
を
運
行
し
、

移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
人
工
透
析
患
者
に

対
す
る
交
通
費
助
成
に
つ
い

て
、
路
線
バ
ス
以
外
の
交
通

手
段
に
も
助
成
の
対
象
と
し

た
ほ
か
、
70
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
無
料
入
浴
送
迎

バ
ス
の
運
行
、
診
療
所
へ
の

患
者
輸
送
バ
ス
の
運
行
、
介

護
保
険
対
象
者
に
対
す
る
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
。

　

な
お
、
今
年
度
は
交
通
環

境
調
査
を
実
施
し
、
公
共
交

通
機
関
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
今
後
も
、
高
齢

者
や
生
活
弱
者
の
方
々
に

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
交
通

環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

か
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。

答　

六
ヶ
所
音
頭
は
、
村
の

自
然
を
愛
し
、
生
活
に
潤
い

と
安
ら
ぎ
を
糧
と
し
、
村
民

の
融
和
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
丸
い
輪
、
人
の
輪
に
な

る
と
い
う
村
民
一
丸
と
な
る

こ
と
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
、
昭
和
52
年
10
月
７
日
に

制
定
し
、
レ
コ
ー
ド
化
を
機

に
振
り
つ
け
も
な
さ
れ
た
。

　

現
在
、
制
定
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
小
中
学
校
の
運
動

会
、
学
習
発
表
会
な
ど
に
教

育
、
伝
統
行
事
の
一
環
と
し

て
毎
年
発
表
さ
れ
、
後
継
者

を
育
て
て
い
る
。

　

踊
り
の
振
り
つ
け
保
存
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
映
像
化

し
た
も
の
を
各
地
区
の
指
導

者
に
配
布
し
、
後
世
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　

普
及
活
動
に
つ
い
て
は
、

各
内
の
学
校
や
公
民
館
ご
と

に
踊
り
の
指
導
を
行
い
、
村

民
体
育
大
会
で
そ
の
成
果
を

発
表
し
、
継
承
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
従
来

の
レ
コ
ー
ド
音
源
を
Ｃ
Ｄ
に

移
行
し
、
新
し
い
オ
ー
デ
ィ

オ
機
器
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

平成 25年６月定例会

一般質問

鳥
谷
部 

正
行 

議
員

問

答

六ヶ所音頭の踊りの保存と普及対策
にどのように取り組んでいるのか

映像化したものを指導者に配布して
後世につなげていく

問　

高
齢
者
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に

　
　

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
た
か

答　

３
台
の
無
料
バ
ス
を
運
行
し
移
動
手
段
の

　
　

確
保
に
努
め
て
い
る

問　

高
齢
者
及
び
生
活
弱
者

に
対
す
る
交
通
手
段
の
確
保

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
９
月
議
会
の
一
般
質

問
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
そ

の
後
、
ど
の
よ
う
な
具
体
策

が
な
さ
れ
た
か
。

問　

六
ヶ
所
音
頭
は
、
昭

和
52
年
10
月
に
制
定
さ

れ
、
当
時
は
盆
踊
り
や
小
・

中
学
校
の
運
動
会
な
ど
で

踊
ら
れ
て
き
た
が
、
最
近

は
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
き

た
。

　

六
ヶ
所
音
頭
の
踊
り
の

保
存
及
び
普
及
、
伝
承
活

動
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、

県
に
確
認
認
し
た
と
こ
ろ
、

経
年
に
よ
る
構
造
や
耐
力
上

の
問
題
は
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
現
時
点
で
橋
梁
か
け
か

え
の
計
画
は
な
く
、
幅
員
に

つ
い
て
は
、
道
路
規
格
に
よ

る
車
線
幅
は
確
保
さ
れ
て
い

る
も
の
の
冬
期
間
は
狭
く
な

る
こ
と
か
ら
、
除
雪
体
制
の

徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
関
係

市
長
村
長
と
連
携
し
て
県
に

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
や
村
を
訪
れ
た
方
が

避
難
す
る
際
に
参
考
に
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
自
分
の

居
住
区
域
の
標
高
が
ど
の
程

度
で
あ
る
か
日
頃
か
ら
意
識

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
村

で
は
、
出
戸
、
老
部
川
、
戸

鎖
の
３
自
治
会
が
組
織
を
結

成
し
、
組
織
率
は
約
10
％
と

低
い
状
況
で
あ
る
。

　

原
因
と
し
て
は
、
必
要
性

や
重
要
性
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

広
報
誌
な
ど
で
情
報
提
供
す

る
な
ど
組
織
率
向
上
に
向
け

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　

４
点
目
に
つ
い
て
は
、
ご

指
摘
の
路
線
は
、
か
つ
て
青

森
県
か
ら
廃
止
案
が
示
さ
れ

た
が
、
地
域
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
重
要
な
路
線
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、
本
職
か

ら
廃
止
し
な
い
よ
う
強
く
呼

び
か
け
、
現
在
も
計
画
路
線

と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

整
備
に
向
け
て
、
引
き
続

き
青
森
県
に
対
し
粘
り
強
く

働
き
か
け
て
参
り
た
い
。

問　

住
民
の
命
と
財
産
を
守

る
防
災
・
減
災
対
策
は
、
村

の
重
点
施
策
だ
と
思
う
が
、

次
の
４
点
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

⑴　

国
道
３
３
８
号
に
架

か
っ
て
い
る
尾
駮
、
鷹
架
、

高
瀬
川
の
橋
は
老
朽
化
が
著

し
く
、
道
路
幅
が
狭
い
が
、

こ
の
現
状
の
打
開
策
は
。

⑵　

千
歳
平
地
区
に
海
抜
表

示
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
設
置
目
的
は
な
に
か
。

⑶　

な
ぜ
、
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
が
低
い
の
か
、
そ
の

原
因
と
対
策
に
つ
い
て
示
せ
。

⑷　

Ｂ
住
区
の
利
用
計
画
が

示
さ
れ
た
が
、
防
災
、
減
災

の
観
点
か
ら
都
市
計
画
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第２５号（6）

答　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、

本
事
業
は
、
先
般
の
村
議
会

議
員
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
事
業
者
で
あ
る
株
式
会

社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
大
規
模
な

造
成
を
行
わ
ず
、
パ
ネ
ル
下

や
パ
ネ
ル
間
の
地
表
面
は
草

の
状
態
に
す
る
こ
と
で
保
水

力
を
高
め
、
泥
水
や
土
砂
流

出
を
防
止
す
る
対
策
な
ど
、

一
定
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

も
の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
は
、

計
画
地
内
に
沈
砂
池
な
ど
を

設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
土

砂
上
げ
を
行
う
な
ど
、
周
辺

環
境
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

よ
う
配
慮
す
る
と
伺
っ
て
い

る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
国

内
の
太
陽
光
発
電
事
業
は
環

境
影
響
評
価
法
の
対
象
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
事
業
規

模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、「
青

森
県
環
境
影
響
評
価
条
例
」

及
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
）
が
作
成
し
た
「
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
の
手

引
書
」
を
参
考
に
、
事
業
者

が
自
主
的
に
評
価
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
影
響
は
軽
微
で

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
、
一
定

規
模
以
上
の
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
行
う
と
き
は
、

景
観
法
及
び
青
森
県
景
観
条

例
に
基
づ
き
、
そ
の
行
為
の

種
類
に
応
じ
た
届
出
が
必
要

と
な
る
が
、
本
事
業
の
施
設

は
建
築
基
準
法
の
工
作
物
に

該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
届

出
が
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
者
か
ら
は
周
辺
住
民

の
景
観
へ
の
影
響
を
低
減
す

る
た
め
、
近
隣
住
居
か
ら
一

定
の
距
離
を
置
く
と
と
も

に
、
反
射
光
の
影
響
を
考
慮

し
た
パ
ネ
ル
の
配
置
を
行
う

と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
事
業
は
建
築
基

準
法
及
び
都
市
計
画
法
の
適

用
外
の
た
め
、
用
途
制
限
を

受
け
ず
、
開
発
許
可
の
手
続

が
不
要
の
た
め
、
制
度
上
の

問
題
は
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
太
陽

光
発
電
事
業
は
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
で
あ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取

制
度
の
導
入
に
伴
い
、
全
国

各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
村
と
し
て
は
土

地
の
有
効
活
用
と
地
域
振
興

の
観
点
か
ら
受
け
入
れ
た
も

の
で
あ
る
。

平成 25年６月定例会

一般質問

岡
山　

勝
廣 

議
員

大規模太陽光の設置は、景観上・土地
利用計画上問題ないか

問

特に問題ない。土地の有効活用と地域
振興の観点から受け入れた

答

問　

着
工
間
近
な
国
内
最

大
級
の
太
陽
光
発
電
所
の

設
置
に
つ
い
て
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
伺
い
た
い

⑴　

設
置
予
定
地
の
千
歳

平
北
（
Ｂ
住
区
）
地
区
へ

の
大
規
模
な
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
敷
設
は
、
下
流
域
に

住
む
住
民
に
と
っ
て
は
大

雨
時
の
災
害
発
生
に
不
安

が
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
村
は
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

⑵　

も
う
ひ
と
つ
の
予
定

地
で
あ
る
鷹
架
地
区
は
、

風
力
発
電
の
建
設
計
画
が

出
さ
れ
た
も
の
の
環
境
影

響
評
価
準
備
段
階
で
鳥
類

保
護
の
観
点
か
ら
一
部
除

外
止
む
無
し
に
至
っ
た
と

聞
い
た
が
、
太
陽
光
発
電

所
の
場
合
は
環
境
影
響
評

価
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
と
言
っ
て
全
く

問
題
な
い
と
い
う
認
識
で

い
い
の
か
。

⑶　

計
画
で
は
、
千
歳
平

北
（
Ｂ
住
区
）
地
区
が

１
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
鷹

架
地
区
が
１
４
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
積
に
集
中
的

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
六
ヶ
所
村
の
景
観

上
及
び
土
地
利
用
計
画
上

に
お
い
て
、
均
衡
の
取
れ

た
姿
だ
と
言
え
る
の
か
。

大規模太陽光発電の事業計画地（事業者提供）大規模太陽光発電の事業計画地（事業者提供）

笹崎地区で過去に発生した水害時の様子笹崎地区で過去に発生した水害時の様子
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六ヶ所村
（7）第２５号

答　

県
で
は
、
水
産
流
通
基

盤
整
備
事
業
や
水
産
物
供
給

基
盤
機
能
保
全
事
業
、
さ
ら

に
、
漁
港
施
設
機
能
強
化
事

業
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
一

層
の
漁
港
利
用
の
利
便
性
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
漁
船
大
型

化
に
伴
い
、
船
だ
ま
り
も
拡

張
さ
れ
て
い
る
が
、
防
波
堤

が
沖
出
し
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
や
ま
せ
に
よ
る
波
浪
な

ど
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

避
難
港
と
し
て
重
き
を
な
す

も
の
の
、
外
郭
施
設
の
整
備

不
足
に
よ
る
港
内
の
静
穏
が

悪
い
現
状
で
も
あ
る
。

　

ご
指
摘
の
南
防
波
堤
は
約

２
４
０
メ
ー
ト
ル
で
、
港
内

静
穏
度
の
向
上
に
は
有
効
な

施
設
と
考
え
る
が
、
ケ
ー
ソ

ン
整
備
費
用
を
村
で
負
担
す

る
こ
と
は
、
県
管
理
の
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
適
当
で
な

い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
県
に
対
し
南
防
波

堤
の
ケ
ー
ソ
ン
整
備
を
含

め
、
漁
港
整
備
の
要
望
を
続

け
て
参
り
た
い
。

答　

滝
の
尻
か
ら
岩
礁
地
帯

へ
の
進
入
路
に
つ
い
て
は
、

岩
礁
と
ガ
レ
場
な
ど
隔
障
物

が
散
在
し
、
こ
れ
ま
で
も
追

戸
海
岸
付
近
ま
で
の
整
備
計

画
が
あ
っ
た
が
、
地
元
漁
業

協
同
組
合
の
意
見
を
求
め
た

上
で
、
地
形
の
特
殊
性
、
施

設
の
管
理
、
安
全
性
な

ど
か
ら
課
題
も
多
く
計

画
の
見
直
し
が
な
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。

　

今
後
、
地
元
の
要
望

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

県
と
協
議
を
し
て
参
り

た
い
。

　

ま
た
、
国
道
３
３
８

号
か
ら
の
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
傾
斜
が

急
勾
配
で
あ
る
こ
と

と
、
岩
盤
が
非
常
に
弱

く
、
落
石
や
崩
落
に
よ

る
危
険
性
が
予
想
さ
れ
、
そ

の
整
備
は
厳
し
い
も
の
と
考

え
る
が
、
本
地
域
が
海
岸
法

に
お
け
る
海
岸
保
全
区
域
の

指
定
区
域
で
あ
る
た
め
、
今

後
、
国
や
県
と
協
議
し
、
可

能
性
を
探
っ
て
参
り
た
い
。

平成 25年６月定例会

一般質問

松
本　

光
明 

議
員

滝の尻以北の磯場への進入路の整備を
する考えはないか

問

地元の要望を踏まえ、県と協議して
参りたい

答

問　

村
が
財
源
負
担
し
て
焼
山
港
の
整
備
で
き

　
　

な
い
か

答　

県
管
理
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
適
当
で

　
　

は
な
い

問　

泊
は
、
磯
場
が
連
続

し
て
資
源
が
豊
富
で
あ
る

が
、
漁
業
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
近
い
将
来
豊
富
な

資
源
を
採
取
す
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
の
で
は
と

危
惧
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
漁
業
者
の
所

得
の
向
上
、
将
来
に
わ
た

る
磯
場
の
海
産
物
の
採

取
、
素
晴
ら
し
い
景
観
を

誘
客
に
結
び
つ
け
る
た
め

に
も
、
滝
の
尻
付
近
か
ら

北
側
へ
の
車
両
で
の
進
入

路
の
整
備
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
旧
国
道
３
３
８

号
か
ら
同
地
区
の
磯
場
に

下
り
る
歩
道
の
整
備
も
で

き
な
い
か
。

問　

泊
地
区
の
焼
山
港

は
、
上
北
管
内
に
所
在
し

な
が
ら
下
北
郡
白
糠
漁
港

第
４
種
避
難
港
と
し
て
整

備
さ
れ
て
き
た
が
、
波

浪
の
高
い
日
に
は
荷
捌

所
の
沖
側
に
船
を
接
岸

で
き
ず
、
内
側
に
船
を
接

岸
し
て
荷
揚
げ
し
て
い
る

た
め
、
港
内
は
大
変
混
雑

し
危
険
で
あ
る
。
漁
港
内

を
静
穏
に
す
る
た
め
、
漁

港
南
側
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の

内
側
に
ケ
ー
ソ
ン
整
備
を

す
る
こ
と
が
有
効
と
思
う

が
、
村
が
財
源
負
担
し
て

早
急
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

答　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、

同
路
線
は
、
古
く
か
ら
太
平

洋
側
と
陸
奥
湾
側
の
交
流
を

担
っ
て
き
た
道
路
で
あ
り
、

ま
た
、
防
災
機
能
の
充
実
を

図
る
上
で
も
重
要
な
路
線
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
18
年
に
同
路
線
の
整

備
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
昨
年
は
横
浜
町

と
と
も
に
、
本
年
５
月
に
は
、

横
浜
町
・
東
通
村
と
と
も
に

通
年
通
行
可
能
な
路
線
と
し

て
の
整
備
を
強
く
要
望
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

県
か
ら
は
、
同
路
線
の
早

期
事
業
化
は
厳
し
い
も
の

の
、
維
持
補
修
で
対
応
し
な

が
ら
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

な
ど
、
段
階
的
に
通
年
通
行

可
能
な
路
線
と
し
て
の
整
備

手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
住

民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
３
町
村
で
組
織
す
る

同
県
道
整
備
促
進
協
議
会

に
よ
る
県
へ
の
要
望
活
動
を

継
続
強
化
し
て
い
く
と
と
も

に
、
他
の
関
係
機
関
に
対
し

て
も
機
会
あ
る
ご
と
に
整
備

の
必
要
性
を
積
極
的
に
働
き

か
け
て
参
り
た
い
。

問　

県
道
泊
陸
奥
横
浜
停

車
場
線
の
整
備
に
つ
い

て
、
次
の
２
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

⑴　

村
で
は
、
同
路
線
の

整
備
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

き
た
の
か
。

⑵　

こ
れ
ま
で
の
対
応
を

踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

滝の尻付近から見渡す岩礁地帯滝の尻付近から見渡す岩礁地帯
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議案審議議案審議

契約案件

（仮称）総合医療福祉施設整備事業外構工事
平成 26年 8月の供用開始に向けて同施設の外構を整

備するもの

　◆契 約 金 額　　１億９，５３０万円

　◆契約の相手方　　株式会社岡山建設

（仮称）総合医療福祉施設整備事業備品購入
（医療情報システム）
同施設を整備するにあたり、医療及び介護の事務・業

務の効率化と利用者へのサービス向上を図るため整備

するもの

　◆契 約 金 額　　１億２，３４８万円

　◆契約の相手方　　株式会社シーエスアイ（仮称）総合医療福祉施設の７月末現在の工事状況

飲料水兼用耐震性防火水槽設置工事（その１）
避難場所である第２中学校に災害時の断水に備えた飲

料水並びに消防水利の確保を目的に整備するもの

　◆契 約 金 額　　６，５５２万円

　◆契約の相手方　　大泉建設株式会社

飲料水兼用耐震性防火水槽設置工事（その２）
避難場所である千歳中学校び災害時の断水に備えた飲

料水並びに消防水利の確保を目的に整備するもの

　◆契 約 金 額　　６，６１５万円

　◆契約の相手方　　髙田工業株式会社

長芋洗浄選別・貯蔵施設建設工事
長芋生産農家の集出荷運搬への利便性や品質向上など、

安定した出荷体制の構築を目的として整備するもの

　◆契 約 金 額　１０億７，１００万円

　◆契約の相手方　田中建設・福岡建設・東和建設

　　　　　　　　　経常建設共同企業体

一般廃棄物最終処分場水処理施設改修工事
処理場からの浸出水を水処理する設備の老朽化が著し

いことから改修するもの

　◆契 約 金 額　１億５，７３９万５千円

　◆契約の相手方　株式会社西原環境

長芋洗浄選別・貯蔵施設の完成予想図

千歳平１号・２号幹線改良舗装工事
平成 22年度から継続して改良舗装工事を行っている

もの

　◆契 約 金 額　１億２，２１１万５千円

　◆契約の相手方　株式会社鳥山土木工業

条例の制定

新型インフルエンザ等対策本部条例
新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定に基づ

き、村にける新型インフルエンザ等対策本部の組織や

会議など、設置に関する必要事項を定めたもの

子ども・子育て会議条例
子ども・子育て支援法の規定に基づき、子ども・子育

て会議を設置するため、その組織や運営に関する必要

事項を定めたもの

工事中の千歳平１号・２号幹線
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平成 25年平成 25年

第３回第３回
臨時会臨時会

　平成 25 年第３回臨時会が７月 26 日に開催され、施設の老朽化による損傷が著しいことから、

移転改築する「学校給食センター」と「尾駮保育所」の建設工事などに関する契約案件が８件提出

され、いずれも原案どおり全会一致で可決されました。

　また、９月定例会でむつ小川原エネルギー対策特別委員会に付託された千歳平Ａ住区の北側に位

置する『Ｂ住区』に大規模太陽光発電所の建設反対を求める陳情については、不採択と決しました。

大規模太陽光の建設反対を
求める陳情を不採択求める陳情を不採択

契

約

案

件

移転改築に着手した給食センター

来春開所予定の尾駮保育所完成予想図

学校給食センター建設工事（建築）
　◆契 約 金 額　２億９，９２５万円

　◆契約の相手方　紺野・松尾・三浦経常建設

　　　　　　　　　共同企業体

　　　　　　　　　代表者　紺野建設株式会社

学校給食センター建設工事（電気）
　◆契 約 金 額　１億２，８１０万円

　◆契約の相手方　興陽電設株式会社

学校給食センター建設工事（機械設備）
　◆契 約 金 額　１億８，２１７万５, ０００円

　◆契約の相手方　株式会社ヤマト東北支店

学校給食センター建設工事（厨房機器設備）
　◆契 約 金 額　２億３，０３２万７，２００円

　◆契約の相手方　株式会社マルゼン八戸営業所

尾駮保育所建設工事（建築）
　◆契 約 金 額　５億６，１７５万円

　◆契約の相手方　六ヶ所経常建設株式会社

　　　　　　　　　代表者 株式会社鳥山土木工業

尾駮保育所建設工事（電気）
　◆契 約 金 額　１億３，６５０万円

　◆契約の相手方　株式会社河野電機工業

尾駮保育所建設工事（機械設備）
　◆契 約 金 額　１億６，４８５万円

　◆契約の相手方　新日本空調株式会社青森営業所

平成25年第３回臨時会平成25年第３回臨時会

尾駮地区飲料水兼用耐震性防火水槽設置工事
　◆契 約 金 額　６，８２５万円

　◆契約の相手方　附田建設株式会社
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議
員
全
員
協
議
会

議員全員協議会

議会議員全員協議会で事業計画を説明

事業概概要要

　

去
る
、
５
月
14
日
、
古
川
村
長
か
ら
開
催

要
請
を
受
け
、
株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス
六
ヶ
所

太
陽
光
の
発
電
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
議
会

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
施
設
の
建
設
を
計
画
し
て
い

る
株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
祓
川
清
常
務
執
行
役
員
か
ら

同
社
の
概
要
や
事
業
計
画
の
概
要
、
地
域
へ

の
取
り
組
み
方
針
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

　

説
明
で
は
、
本
年
８
月
に
基
礎
工
事
に
着

工
し
、
27
年
11
月
頃
に
一
斉
に
操
業
を
開
始

す
る
計
画
で
、
発
電
し
た
電
気
は
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
に
基
づ
き
、
発
電
開
始
か
ら

20
年
間
は
全
量
を
東
北
電
力
株
式
会
社
に
売

電
す
る
計
画
で
、
同
社
の
試
算
で
は
20
年
間

で
法
人
村
民
税
が
約
７
億
円
、
固
定
資
産
税

が
約
40
億
円
が
本
村
に
入
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
地

形
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
へ

の
影
響
や
土
砂
の
流
出
防
止
に
も
努
め
る
と

と
も
に
大
き
な
地
元
雇
用
に
は
つ
な
が
ら
な

い
も
の
の
工
事
期
間
中
や
操
業
期
間
中
は
、

可
能
な
限
り
地
元
業
者
の
活
用
を
考
え
て
い

る
と
説
明
。

　

議
員
か
ら
は
、「
地
域
住
民
に
対
し
て
説

明
を
し
て
理
解
を
得
た
上
で
計
画
す
べ
き

で
、
事
業
の
進
め
方
が
逆
で
は
な
い
か
。」、

「
新
む
つ
小
川
原
基
本
計
画
や
村
の
第
３
次

総
合
振
興
計
画
か
ら
い
っ
て
も
太
陽
光
発
電

は
次
元
が
違
う
の
で
は
な
い
か
。」
な
ど
の

事
業
に
対
す
る
厳
し
い
意
見
が
あ
っ
た
ほ

か
、「
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
地
元
企
業
・

地
元
雇
用
を
優
先
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
を
要

望
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

事 業 名 ユーラス六ヶ所ソーラーパーク

事 業 者 株式会社ユーラス六ヶ所太陽光

事業計画地 むつ小川原開発区域内（約２５４ヘクタール）
（鷹架地区：１４１ｈａ、千歳平北地区：１１３ｈａ）

発 電 規 模 約１１５メガワット

総 事 業 費 約４９０億円

着 工 予 定 平成２５年　７月

操 業 開 始 平成２７年１１月

議会会議員全会議員全

約115メガワットの  太陽光発電太陽光発電計画計画

議員からの質問に答える新むつ小川原㈱井澤睦雄代表取締役専務
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むつ小川原エネルギー
対策特別委員会

むつ小川原開発区域内にむつ小川原開発区域内に

む
つ
小
川
原
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会

　

笹
崎
自
治
会
（
中
村
勝
教
会
長
）
か
ら
千

歳
平
Ａ
住
区
の
北
側
に
位
置
す
る
『
Ｂ
住

区
』
に
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
反
対

を
求
め
る
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
６
月
定
例

会
に
お
い
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
去
る
６
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催
し

慎
重
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

陳
情
書
の
内
容
と
し
て
は
、
大
規
模
な
太

陽
光
発
電
が
千
歳
平
の
北
側
に
位
置
す
る

「
Ｂ
住
区
」
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

①
環
境
の
激
変
に
よ
り
生
態
系
に
影
響
を
与

え
る
。
②
保
水
能
力
が
著
し
く
低
下
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
下
流
域
で
洪
水
が
発
生
す
る
。

③
土
砂
流
出
に
よ
る
河
川
や
湖
沼
の
水
質
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
。
な
ど
の
理
由
か
ら
、
計

画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
①
提
出
者
か
ら
直
接
意
見

を
聞
い
た
う
え
で
結
論
を
出
す
べ
き
で
あ

る
。
②
提
出
者
の
懸
念
事
項
を
把
握
す
る
た

め
に
も
現
地
調
査
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。

③
採
択
す
る
こ
と
は
、
将
来
的
な
企
業
誘
致

に
厳
し
い
状
況
を
与
え
か
ね
な
い
。
④
議
会

の
権
限
外
に
属
す
る
陳
情
内
容
で
あ
る
こ
と

か
ら
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
委
員
会
と

し
て
は
、
関
係
者
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び
現

地
調
査
を
踏
ま
え
た
う
え
で
結
論
付
け
る
こ

と
と
し
、
同
陳
情
書
に
つ
い
て
は
継
続
審
査

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
去
る
６
月
21
日
に
理
事
者
・
陳

情
提
出
者
・
発
電
事
業
者
な
ど
と
建
設
予
定

地
な
ど
の
調
査
及
び
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、

陳
情
の
願
意
は
議
会
の
権
限
外
に
属
す
る
こ

と
な
ど
を
理
由
に
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
い

た
し
ま
し
た
。

約115メガワットの  約 115メガワットの  太陽光発電計画
笹崎自治会から計画の白紙撤回を求める陳情

陳情者から過去に発生した水害などの説明を受ける委員陳情者から過去に発生した水害などの説明を受ける委員

建設予定地で事業概要の説明を受ける委員建設予定地で事業概要の説明を受ける委員
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議
会
だ
よ
り
25
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
参
議
員
議
員

選
挙
は
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
総
選
挙
に
引
き
続
き
、
自
民
党
圧
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　

ね
じ
れ
国
会
解
消
で
、
自
民
党
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
国
民
の

視
点
に
立
っ
た
迅
速
か
つ
適
切
な
政
策

実
行
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
多
種
多
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
が
集
積
し
て
い
る
我
が
村
に
あ
っ
て
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買

取
制
度
と
広
大
な
む
つ
小
川
原
開
発
区

域
内
の
土
地
を
活
用
し
た
国
内
最
大
級

の
大
規
模
太
陽
光
の
建
設
計
画
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

維
持
・
向
上
と
環
境
負
荷
の
低
減
な
ど

の
観
点
か
ら
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
風
力
発
電
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

立
地
を
進
め
て
き
た
本
村
に
、
新
た
に

太
陽
光
発
電
事
業
が
加
わ
る
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

原
子
力
発
電
の
一
時
的
な
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
も
と
れ
る
固
定
価
格
買
取
制

度
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
本
村
進
出
が
、
村
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
ご
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
に
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
第
一
次
産
業
は
、
こ
れ
か
ら
本
格

的
な
収
穫
期
に
入
り
ま
す
が
、
大
漁
・

豊
作
の
秋
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。 編

集

後

記

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
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９月定例会会期日程（案）
日　　　程 月　 日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ９月 ６日（金） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、

委員会付託　

第２日目 ９月 ７日（土） 休日休会

第３日目 ９月 ８日（日） 休日休会

第４日目 ９月 ９日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第５日目 ９月 10 日（火） 休　　会 常任委員会※1

第６日目 ９月 11 日（水） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議

第７日目 ９月 12 日（木） 休　　会 特別委員会※1

第８日目 ９月 13 日（金） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

※議会の日程は、変更されることがあります。

議会を監視するのは『あなた』です。
６月定例会の傍聴人は 46人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回
開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内線 411
または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

　北部上北広域事務組合構成町村である野
辺地町・横浜町議会議員との交流事業は、
共通の課題を抱える３町村議会相互の親睦
を深めることを目的として、23 年度から
行っています。
　３回目となる本年は、下北地域広域行政
事務組合が運営している汚泥再生処理施設
「むつ衛生センター」とごみ処理施設「アッ
クス・グリーン」を視察いたしました。
　汚泥再生処理施設では、下北地域一円と
野辺地町・横浜町・六ヶ所村から発生する
し尿と浄化槽汚泥の処理を行うために最新
技術を導入し、19 年４月から稼働してい
るところで、受け入れた汚泥は、助燃剤化
して隣接するごみ処理施設でリサイクルさ
れています。

※１　各委員会の開催については、詳細が決まり次第、ホームページで
　　　お知らせします。

下北地域広域行政事務組合職員から説明を受ける議員


